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浜田市・江津市の位置

浜田市

江津市

広島県

島根県



浜田市・江津市の環境

• 豊かな自然環境で海と山が生活に身近。

浜田港 江の川



浜田市・江津市の環境

• 国道９号線(海岸)沿いに商業・公共施設多数
• 田舎暮らしを満喫しながら生活利便性も良好



浜田市・江津市の有機農業の例

生産品目 生産者

葉物野菜
(ほうれんそう・こまつな・水菜)

いわみ地方有機野菜の会

加工品類
(みそ)

やさか共同農場

自然栽培農産物類
(ごぼう・水稲)

(有)はんだ

健康食品類
(桑茶・大麦若葉)

桜江町桑茶生産組合

スプラウト島根



設 立 ：平成13年

会員数 ：９経営体
（うち8名が有機JAS取得）

面 積 ：１５ｈａ

主作物 ：葉物野菜
(ほうれんそう・小松菜・水菜・青ネギ・春菊ほか)

いわみ地方有機野菜の会(概要)

浜田市・江津市で有機葉物野菜を周年栽培する
生産者組織



いわみ地方有機野菜の会(生産部門)

• 技術情報の共有・消費者交流活動



いわみ地方有機野菜の会(販売部門)

• 平成20年に会員出資により(株)ぐりーんはーとを
設立。販売事務の協業に取り組む。

• 首都圏のスーパー、生協などを中心に全国展開。



いわみ地方有機野菜の会(就農受入)

• 会員で研修先や研修方法を協議して受入



いわみ地方有機野菜(売上実績)

• 売上高は年々増加傾向で5億円が迫る。



栽培方法①：ビニールハウスでの栽培

• ハウス栽培により病虫害、傷害等を防ぐ
• 会員の多くは中山間部の農村地域にて営農



栽培方法②：害虫侵入対策

• ハウス栽培により雨風や虫の侵入を防ぐ



栽培方法③：土づくり

• 堆肥や有機質肥料(油かす等)の散布
• 病虫害に強い作物をつくる



栽培方法④：連作の回避

こまつな
ちんげんさい

水菜
ルッコラ
ワサビ菜

(キャベツ・ダイコン)

ほうれんそう

しゅんぎく
(レタス・ごぼう)

ネギ
(タマネギ・アスパラガス)

• 同一作物・同一グループを連続して栽培しないよ
うに輪作。連作障害を防ぐ(例図)。



栽培方法⑤：こまめな除草作業

• 除草剤を使用しないため雑草対策が重要



栽培方法⑥：太陽熱消毒

・地面を被覆してハウスを閉め切り高温処理
・土壌病害虫や雑草種子を減らすことができる

地温50～60℃



栽培方法⑦：入念な選別

・傷んだ野菜が出荷されないように選別・調製する



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ハウス１

ハウス２

ハウス３

ハウス４

ほうれん草 小松菜等 葉ねぎ しゅんぎく 太陽熱消毒

• 多数のハウスで年間６回程度の作付けを行う
スタイル

経営モデル(施設有機葉物野菜)



経営面積 ２４ａ
のべ面積１２０ａ
ハウス３ａ×8棟

売上 ８４６万円
ほうれんそう・小松菜・ネギ
その他葉物野菜類

経営費 ４８５万円

農業所得 ３６０万円 所得率４３％

年間労働時間 ４,３００時間 家族労働力２人

準備資金 ３００万円
ビニールハウス・トラクター
作業場・包装調製機械ほか

＊就農５年後のモデルであり所得を保証するものではありません
＊気象条件や技術レベル、補助金動向等によりこれらの値は変わります。

経営モデル(施設有機葉物野菜)



• 研修期間中には、就農に必要な準備を
しっかりとサポートします!!

①島根県立農林大学校
(国から150万円/年の支援)

＊令和２年度現在

②雇用就農
(農業法人からの給与収入)

1年目 2年目(1～2年間)

営
農
開
始

３年目以降

＊

継
続

雇
用

就農までのプラン

12万円

12ヶ月
×

産
業
体
験

求人情報
あり



求める人物像

１. 浜田・江津に移住し、有機農業での就農を目指す方

２. １８歳～５０歳までの方

３. 本気で就農を目指し、家族など周りの方の理解・
協力が得られる方

４. 地域コミュニティや生産組合の活動に積極的に参加
できる方

５. 収入を得られるまでの生活費とは別に、200～
300万円程度の自己資金を持っている方



企画名 実施日
宿泊費
助成

旅費
助成

その他

① 就農相談
ミニツアー

１/２２(土)

１/２３(日)
○ ○

定員３名
程度

②
しまね
農業体験
プログラム

随時受付 ○ ×
実施日は
要相談

～

・１～２泊の農業体験。
・詳細は「しまね就農支援サイト」ホームページに掲載

まずは現地にお越し下さい



１．この後もZoomで質問を受け付けます。
ツアー終了後も「しまね就農支援サイト」で
オンライン相談を受け付けます。

２．アンケートメールの回答にご協力下さい。
(回答者には参加記念品をプレゼント)

３．①就農相談ミニツアー(１/２２～２３)
②しまね農業体験プログラム(随時)

で現地にお越し下さい。

ご清聴ありがとうございました。


